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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のルーメンを有するフレキシブルカテーテルプローブ（１）を備え、少なくとも１
つの光学ルーメン（２）内に上記カテーテルの長手方向に延在する光学ファイバーからな
る光学ストランド（３）を備え、上記光学ルーメンの末端開口の全体または一部を閉鎖す
る透明カバー（４）を備え、上記光学ルーメンの基部端（５）と上記光学ストランドの基
部端（６）との間を弾性的に作用し上記光学ストランド（３）の末端が上記透明カバー（
４）に対して接触するよう保持する長さ補正手段（７）を備えた内視鏡であって、
　上記光学ストランドの基部端（６）から上記光学ストランドの基部端（６）に接続され
た上記長さ補正手段（７）の加力位置（８）までの間隔が調節可能であり、
　上記加力位置（８）は光学ストランド（３）の基部端（６）に接続された加力位置であ
り、
　前記長さ補正手段（７）は、ピストン－シリンダー装置（１０）を備え、前記ピストン
－シリンダー装置（１０）は、共通のシリンダー（１１）に、前記加圧位置（８）と前記
光学ストランドの基部端（６）との間の間隔調節のためのピストン（１２）、および、圧
縮バネ（１４）の力によって動作するピストン（１５）の２つを備え、
　前記間隔調節のためのピストン（１２）が前記光学ストランドの基部端（６）に接続さ
れ、前記間隔調節のためのピストン（１２）を上記シリンダー（１１）内の軸上の異なる
位置で固定することができ、
　前記間隔調節のためのピストン（１２）の前記シリンダー（１１）での軸上の位置を固
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定するための取り付け手段（１３）を備え、
　前記圧縮バネ（１４）の力によって動作するピストン（１５）は、前記光学ルーメンの
基部端（５）に接続され、
　前記バネ（１４）は、前記光学ルーメンの基部端（５）と前記光学ストランドの基部端
（６）に接続されたシリンダー（１１）との間で動作可能であることを特徴とする内視鏡
。
【請求項２】
　複数のルーメンを有するフレキシブルカテーテルプローブ（１）を備え、少なくとも１
つの光学ルーメン（２）内に上記カテーテルの長手方向に延在する光学ファイバーからな
る光学ストランド（３）を備え、上記光学ルーメンの末端開口の全体または一部を閉鎖す
る透明カバー（４）を備え、上記光学ルーメンの基部端（５）と上記光学ストランドの基
部端（６）との間を弾性的に作用し上記光学ストランド（３）の末端が上記透明カバー（
４）に対して接触するよう保持する長さ補正手段（７）を備えた内視鏡であって、
　上記光学ルーメンの基部端（５）から上記光学ルーメンの基部端（５）に接続された上
記長さ補正手段（７）の加力位置（９）までの間隔が調節可能であり、
　上記加力位置（９）は光学ルーメンの基部端（５）に接続された加力位置であり、
　前記長さ補正手段（７）は、ピストン－シリンダー装置（１０）を備え、前記ピストン
－シリンダー装置（１０）は、共通のシリンダー（１１）に、前記加圧位置（９）と前記
光学ルーメンの基部端（５）との間の間隔調節のためのピストン（１２）、および、圧縮
バネ（１４）の力によって動作するピストン（１５）の２つを備え、
　前記間隔調節のためのピストン（１２）が前記光学ルーメンの基端部（５）に接続され
、前記間隔調節のためのピストン（１２）を上記シリンダー（１１）内の軸上の異なる位
置で固定することができ、
　前記間隔調節のためのピストン（１２）の前記シリンダー（１１）での軸上の位置を固
定するための取り付け手段（１３）を備え、
　前記圧縮バネ（１４）の力によって動作するピストン（１５）は、前記光学ストランド
の基部端（６）に接続され、
　前記バネ（１４）は、前記光学ストランドの基部端（６）と前記光学ルーメンの基部端
（５）に接続されたシリンダー（１１）との間で動作可能であることを特徴とする内視鏡
。
【請求項３】
　前記間隔調整ピストン－シリンダー装置（１０）および前記長さ補正手段（７）は、前
記光学ストランドの基部端（６）と前記光学ルーメンの基部端（５）との間に連続して配
置されたことを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記長さ補正手段（７）および前記間隔調整ピストン－シリンダー装置（１０）は、共
通のシリンダー（１１）に配置されたことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の
内視鏡。
【請求項５】
　前記光学ストランド（３）は、望ましくは軸方向に配置されたガイドチューブ（２５）
内で、少なくとも部分的に前記シリンダー（１１）内を導かれることを特徴とする請求項
１～４のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記ガイドチューブ（２５）は、前記光学ストランドの基部端（６）または前記光学ル
ーメンの基部端（５）に固定して接続されていることを特徴とする請求項５に記載の内視
鏡。
【請求項７】
　複数のルーメンを有するフレキシブルカテーテルプローブを備え、少なくとも１つの光
学ルーメン内に上記カテーテルの長手方向に延在する光学ファイバーからなる光学ストラ
ンド（３）を備え、上記光学ルーメンの末端開口の全体または一部を閉鎖する透明カバー
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を備えた請求項１～６のいずれかに記載の内視鏡であって、
　上記透明カバー（４）は、１以上の溝（１８）を有する円筒周囲表面（１７）を備えた
ホルダー（１６）に保持され、
　上記ホルダー（１６）は、上記光学ルーメンの末端（５）内に嵌め込まれ、１以上の溝
（１８）内に接着剤（１９）を満たすことにより上記光学ルーメンの末端（５）内部に固
定されたことを特徴とする内視鏡。
【請求項８】
　前記溝（１８）は、前記周囲表面（１７）の互いに離れた複数箇所に設けられたことを
特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記溝（１８）は、圧痕の形で設けられたことを特徴とする請求項７または８に記載の
内視鏡。
【請求項１０】
　前記ホルダー（１６）は、スリーブ状構造であり、その端部にスリーブ端（２０）を有
し、上記スリーブ端は、内方へ折り曲げられて上記スリーブの軸へ向いていることを特徴
とする請求項７～９のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記ホルダー（１６）は、金属からなることを特徴とする請求項７～１０のいずれかに
記載の内視鏡。
【請求項１２】
　前記光学ルーメン（２）材内の前記ホルダー（１６）の軸方向の所定領域に、上記ホル
ダー（１６）の前記周囲表面（１７）の範囲内で外部から延在する開口（２１）が設けら
れ、ここから前記接着剤（１９）を導入することを特徴とする請求項７～１１のいずれか
に記載の内視鏡。
【請求項１３】
　少なくとも１つの光学的動作要素（２２）は、固定されてあるいは交換可能に前記ホル
ダー（１６）内に設けられたことを特徴とする請求項７～１２のいずれかに記載の内視鏡
。
【請求項１４】
　前記光学的動作要素（２２）は、前記カバー（４）を構成することを特徴とする請求項
１３に記載の内視鏡。
【請求項１５】
　前記光学的動作要素（２２）は、前記光学ストランド（３）の末端に設けられ、特に、
固定されて設けられたことを特徴とする請求項１３または１４に記載の内視鏡。
【請求項１６】
　前記光学的動作要素（２２）は、１以上の光学レンズを有することを特徴とする請求項
１３～１５のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項１７】
　前記光学的動作要素（２２）は、検出された画像を対応する画像信号に変換する装置で
あることを特徴とする請求項１３～１６のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項１８】
　前記光学ストランド（３）は、放射線を通過させるのに適していることを特徴とする請
求項１～１７のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項１９】
　均一な長さの光学ストランド（３）が、異なる長さを有する複数のカテーテルプローブ
に設けられ、上記カテーテルプローブ（１）の基部端と前記長さ補正手段（７）との間に
、上記カテーテルプローブ（１）の異なる長さを補正するために異なる長さに対応するそ
れぞれの保護ケーシング（３９）が設けられ、これを通して、上記カテーテルプローブ（
１）の基部端を越えて突出する上記光学ストランド（３）の一部を導くことを特徴とする
請求項１～１８のいずれかに記載の内視鏡。
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【請求項２０】
　管状取り出し装置（２３）は、前記光学ストランド（３）を供給するために前記カテー
テルプローブ（１）の外部に設けられ、光学ストランド（３）を洗浄するための洗浄手段
への接続部（２４）が上記取り出し装置の一端に設けられていることを特徴とする請求項
１～１９のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項２１】
　前記カテーテルプローブ（１）は、その基部端にて動作可能な制御要素を備え、上記制
御要素は、上記プローブの端部を折り曲げるために上記プローブの末端（２８）またはそ
の近傍に固定され、上記プローブ上を軸方向に動作可能に導くことを特徴とする請求項１
～２０のいずれかに記載の内視鏡。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の分類に記載されているように、複数のルーメン（管）を有するフ
レキシブルカテーテルプローブを備えた内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許第５５６９１６１号で知られるその種類の内視鏡は、カテーテルプローブ内に
光学ルーメンを有し、その内部に光学ストランド（光を伝達する物質を撚糸状あるいは紐
状に加工したもの）および光学ファイバーが長手方向に延在する。光学ルーメンの末端開
口は、透明カバーで閉じられる。光学ルーメンの基部端と光学ストランドの基部端との間
に、長さ補正手段が設けられており、該手段は弾力性を有する動作を行い、該手段によっ
て光学ストランドの基部端は、透明カバーを支える条件下で保持されている。この種類の
内視鏡によれば、光学ストランドは内視鏡の構成要素、特に光学ルーメンおよびカテーテ
ルプローブの末端カバーによって密閉されて体内から隔離されているので、患者の治療等
の毎回の使用の度に光学ストランドを殺菌する必要がない。
【０００３】
　例えば独国特許第１００４５０３６Ｃ１号で知られる内視鏡の場合、例えばワイヤやケ
ーブルを引くといった制御要素によってプローブの末端を曲げることができ、カテーテル
プローブの軸に対して１８０°折り曲げることもできる。このような状況および曲げ位置
からプローブ末端へ戻して長手方向に配列させる動作時においては、長さ補正手段を使用
したとしても光学ストランドの末端がカバーを支える力に比較的大きな変化が生じる。加
えて、光学ストランドの末端もカバーから離すことができる。これにより可視角度、すな
わち光学ストランドによる観察領域が狭くなってしまう。一方、カバーに対して働く接触
力は極めて大きくなり、カバーが光学ルーメンの末端から分離してしまうリスクがある。
【０００４】
【特許文献１】米国特許第５５６９１６１号
【特許文献２】独国特許第１００４５０３６Ｃ１号
【特許文献３】独国特許第１９８００３１２Ａ１号
【特許文献４】独国特許第１０１１６８５９Ａ１号
【特許文献５】独国特許第２０１１８８８６Ｕ号
【特許文献６】独国特許第１９９２８２７２Ａ１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、本明細書序段に述べた種類の内視鏡、すなわち内視鏡特にカテーテルプロー
ブのあらゆる操作状況において、光学ストランドの末端が末端ルーメンカバーを充分に支
持することを保証する内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本発明によれば、請求項１、特に請求項１１に記載された特徴によって目的を達成する
ことができる。
【０００７】
　本発明では、長さ補正手段は、エネルギー蓄積手段を含み、それは好ましくはバネの形
で、特に圧縮バネの形で供される。バネは、２箇所の加力を受ける箇所に係合しており、
その一方は光学ストランドの基部端に強固に接続されており、他方は光学ルーメンの基部
端に強固に接続されている。通常の内視鏡の使用時においては、逆向きに作用する力が加
力を受ける箇所に加えられ、その作用する力によって、光学ストランドの末端が光学ルー
メンの透明カバーに対して支え、接触力を与えることとなる。カバーおよび光学ストラン
ドの末端の損傷を防ぐため、その力は低い値に制限され、例えばマグニチュード２Ｎのオ
ーダーである。カテーテルプローブを曲げる際に達成されるべき長さ補正効果は、２箇所
の加力位置間隔の変化を生じさせるので、光学ストランドとカバーとが要求される接触関
係を維持できる近接する範囲内に限って可能である。このことは、カテーテルプローブの
末端部分の可能な動作および曲げ角度が制限されることを意味する。
【０００８】
　本発明によれば、カテーテルプローブの末端部分の可能な動作の程度および曲げ角度は
、プローブの軸方向に対して１８０°まで向上しているが、光学ストランドの末端はなお
光学ルーメンの光学カバーに接触して充分に支持することが保証される。
【０００９】
　その目的のため、長さ補正手段の加力位置、すなわち光学ストランドの基部端に接続さ
れた位置の、光学ストランドの基部端からの間隔は修正することができる。さらに、光学
ルーメンの基部端に強固に接続された長さ補正手段の加力位置の間隔は、基部側光学ルー
メンに対して移動させることができる。両選択肢を同時に行なうこともできる。
【００１０】
　間隔を調整する手段は、ピストン－シリンダー配置を備えていると好ましい。ある態様
によれば、シリンダーが光学ルーメンの基部端に強固に接続されピストンが光学ストラン
ドの基部端に強固に接続されていてもよく、別の態様によれば、ピストンが光学ルーメン
の基部端に強固に接続されシリンダーが光学ストランドの基部端に強固に接続されている
。間隔に関する調整をなすにあたって、シリンダー内でピストンを異なる軸上に固定する
ことができる。この固定の目的のため、該配置は、取り付け手段を有することが好ましく
、取り付け手段としては例えば、ネジ溝を備えたシリンダー壁に係合され、ピストンをシ
リンダー軸上の任意の位置で締め付け固定することができる留めネジがある。これにより
、無段階（連続的）な位置調整ができる。当然のことながら、段階を有する間隔調整をも
行うことができ、例えば、軸上の与えられた間隔にて、ピストンやピストンロッド上所定
の位置にて締めたり固定したりすることにより調節できる。
【００１１】
　ピストン－シリンダー配置には間隔調節がもたらされ、長さ補正手段が好ましくは光学
ストランドの基部端と光学ルーメンの基部端との間に連続して配列されている。それによ
り光学ストランドおよびカテーテルプローブの軸方向に最適な間隔調節がなされる。
【００１２】
　特に、光学ストランドの末端のカバーに対する長さ補正手段の長さを補正する動作およ
びそれと共に前もってセットされた接触力が極限の範囲へ移行する場合に、その間隔調整
がなされる。光学ストランドの末端がカバーから緩くなることに起因する可視角度の減少
もまた、間隔の変化によって補正されるか覆される。
【００１３】
　透明カバーの機械的強度を向上させ、また、光学ルーメンの末端での透明カバーの位置
決めを改善するために、透明カバーの受容および位置決めのために光学ルーメンの末端内
に接着されるか強く固定され、シリンダー周囲表面と共に光学ルーメン末端内部へ固定さ
れるホルダーを設けることができる。カバーを確実に係合させて所定位置で固定するため
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に、円形の円筒状構成である周囲表面に、接着剤で満たされた一以上の溝を設ける。好ま
しい接着剤としては硬化可能な接着剤が挙げられ、溝や円筒周囲表面と光学ルーメン内部
との間に液状で導入され、続いて硬化する。接着剤としては、エポキシ樹脂系の化合物が
好ましい。カバーを保持するそのような構成のホルダーは、独立した発明を形成し、カバ
ーの機械的安定性を確実にするのに好適であり、カバーを光学ルーメンの末端に固定する
のに好適である。
【００１４】
　そのような構成によれば、光学ルーメンの末端カバーの機械的安定性、配置およびそれ
自体の保持に改善がみられる。そのようにして、光学ストランドの末端がカバーに対して
支持する際の接触力に、ある状況下で生じる力のピークを効果的に吸収することができる
。
【００１５】
　ホルダーは、円筒状といったスリーブ（袖）型の構成であると好ましい。末端において
スリーブを内方へ折り曲げ、その端部がスリーブの軸方向を向いた端部とすることができ
る。カバーは、内方へ配置した接触段部を形成するスリーブ端に対して支持する。また、
スリーブの末端を内方へ配置して接触段部を形成し、カバーが外方になるようにして、こ
の段部でカバーを支持するようにすることもできる。ホルダーは、金属、特に高品質鋼で
構成することが好ましい。
【００１６】
　接着剤を導入する目的で、光学ルーメンの素材上に、ホルダーの軸方向の範囲に、外部
からホルダーの周囲表面に突出する開口を設けることができる。接着剤は、周囲表面と光
学ルーメン内部との間および周囲表面の溝にこの開口から液状で導入することができ、続
いて接着剤は硬化する。
【００１７】
　少なくとも１つの光学的動作要素が、ホルダー中に固定してあるいは交換可能に取り付
けられる。光学的動作要素は、１以上の光学レンズを有すること、ビデオチップからなる
こと、またはビデオチップを有することができ、その接続ワイヤが光学ルーメンを貫通し
ている。接続ワイヤは、ビデオチップの位置決めのための配置に適した状態とすることが
できる。または、ワイヤ状であって螺旋状の貫通要素によってビデオチップは末端位置に
設けることができる。ビデオチップのビデオ信号は、中継器技術を用いてワイヤレスで転
送することもできる。それにより光学ファイバーは、観察すべき箇所を充分に照らすよう
になる。
【００１８】
　さらに、光学ストランドや付加的な光学ファイバーストランドは、特に早期癌検出検査
において、生体細胞や細胞組織で生じる自己蛍光に付随する刺激放射や刺激光を透過させ
るような構成とすることができる。内視鏡に接続するのに好適な刺激光源および評価手段
は、例えば独国特許第１９８００３１２Ａ１号および独国特許第１０１１６８５９Ａ１号
で知られている。
【００１９】
　１つの光学ストランドまたは均一な長さの複数の光学ストランドを、異なる長さのもの
を含むカテーテルプローブに配することができ、好ましい。異なるカテーテルプローブに
対して長さ補正を行なうために、本発明の実施形態によって、異なる長さに対する保護ケ
ーシングを提供することができる。各カテーテルプローブの基部端を越えて突出する光学
ストランドの部分は、これら保護ケーシングを通る。このようにして、１つの光学ストラ
ンドまたは均一な長さの複数の光学ストランドを内視鏡の異なる使用目的のために使用す
ることが可能になる。例えば、カテーテルプローブ長２０ｃｍ、３０ｃｍ、６０ｃｍ、８
５ｃｍおよび１８５ｃｍのものが使用できる。より短いカテーテルプローブには、長さを
短縮した光学ストランドを用いることが可能である。例えば、様々なカテーテルプローブ
長のために、１５０ｃｍ長および３００ｃｍ長の光学ストランドを使用可能状態で保持す
ることができる。
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【００２０】
　好ましくは、光学ストランドは、カテーテルプローブ外部の平板状の取り出し容器内で
使用可能状態で保持される。その端部で取り出し容器は洗浄手段へ接続され、取り出し容
器の中で、光学ストランドの洗浄殺菌を十分に行うことができる。
【００２１】
　好ましくは、本発明は、末端を制御要素によって異なる方向（１８０°以上）に曲げる
ことができるカテーテルプローブを有する内視鏡に関して使用される。その制御要素はカ
テーテルプローブに沿って、好ましくはカテーテルプローブの制御ルーメン内に延在し、
プローブの末端あるいはその近傍に固定され、基部端で動作する。その種類の内視鏡は、
例えば独国特許第１００４５０３６Ｃ１号で知られている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　図１に示す内視鏡の実施形態は、他の公知の構成とすることもできるハンドル２７およ
び開放可能なようにそれに固定されたカテーテルプローブ１を有する。プローブ１はマル
チルーメンプローブ構造であり、例えば、外科手術用器具用の１つの作業ルーメンまたは
複数の作業ルーメンを有することができ、光学ストランド３のための少なくとも１つの光
学ルーメン２を有することができる。光学的な発光手段および観察手段を備えた光学スト
ランド３用に分離した複数の光学ルーメンを提供することもできる。分離した複数のルー
メンはさらに、洗浄および吸引除去のためにプローブ１内に配することもできる。
【００２３】
　加えて、カテーテルプローブ１には、例えば引きケーブルや引きワイヤの形で制御要素
を設けることができる。例えば独国特許第１００４５０３６Ｃ１号から知られるように、
引き伸ばされた制御要素はプローブ末端２８に固定して接続されるかまたは近接して接続
され、プローブに沿って軸方向に延在し、動作可能に導かれる。カテーテルプローブ１の
末端部分は、制御要素によって曲げることができる。
【００２４】
　制御手段によって曲げられるプローブ末端部分２８のデザインは、独国特許第２０１１
８８８６Ｕ号や独国特許第１９９２８２７２Ａ１号で知られる構成とすることができる。
【００２５】
　カテーテルプローブ１は折り曲げ可能な物質からなり、特に、生体適合性プラスチック
材料からなる。好ましくは、使い捨ての構成要素であり、外科手術にて使用後、ハンドル
２７から分離され、廃棄される。新たに外科的介入がある場合は、使い捨て構成要素とし
て無菌状態で使用可能に準備された新しいカテーテルプローブをハンドル２７に固定する
。
【００２６】
　カテーテルプローブ１の基部端には強固な材料からなるプローブアタッチメント部３３
が設けられている。この材料はプラスチック材料とすることもできる。基部側ルーメン出
口３４，３５，３６および３７がプローブアタッチメント部３３に設けられている。制御
要素はルーメン出口３４を通り抜けている。ルーメン出口３５は、例えばバルーンルーメ
ンと関連しており、ルーメン出口３６は例えば作業ルーメンと関連しており、ルーメン出
口３７は例えば光学ルーメン２と関連している。公知の方法で、出口には接続配置を形成
するためのカップリング要素が装着されており、例えば差し込み留め具、ルアー（Ｌｕｅ
ｒ）ロック、または同様のカップリングおよび接続部分である。
【００２７】
　カテーテルプローブ１は、制御要素１３のための固定された平板状ルーメン出口３４を
経由して、ハンドル２７上の、特にハンドルハウジング上の回転基台３８の回転部分に対
して回転不能に接続されている。カテーテルプローブ１はまた、ハンドル２７またはプロ
ーブアタッチメント部３３に対して回転不能に接続されている。
【００２８】
　光学発光手段および観察手段を有する光学ストランド３は、ルーメン出口３７を通って
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カテーテルプローブ１の光学ルーメン２内に導入される。光学発光手段および光学観察手
段の２つのストランドに対してそれぞれ分離した複数の光学ルーメンを配することもでき
る。光学ルーメン５の各末端は、透明カバー４によって密閉閉鎖される。それによって、
目的の位置において光学ストランド３が汚染されるのを防ぐことができる。光学ストラン
ド３の残りの部分は、カテーテルプローブ１によって形成された閉鎖ケーシングによって
汚染から保護される。後述するように、光学ストランド３は、長さ補正手段７によって光
学ルーメン２内を前方に透明カバー４に向かって移動させられて小さい接触圧、例えば約
２Ｎで支持する。
【００２９】
　カテーテルプローブ１の基部端およびルーメン出口３７を越えて突出する光学ストラン
ド３は、フレキシブルな平板状保護ケーシング３９内で軸方向に導かれる。保護ケーシン
グ３９は、外部からの影響からの保護を行う。前端部（末端部）において、保護ケーシン
グ３９は、基部側ルーメン出口３７との開放可能な接続手段２９を形成するカップリング
部、例えばルアーロックを有する。ケーシングの後端部（基部端）においても、長さ補正
手段７への接続部と開放可能に接続して、開放可能な接続手段３０を形成するカップリン
グ要素が設けられている。開放可能な接続手段３０は、ルアーロック等とすることができ
る。
【００３０】
　光学ストランド３はまた、後述する長さ補正手段７を通して導かれ、光学ストランドの
基部端６にてアダプター３２と固定される。光学ストランド３の対応する導光部は、アダ
プター３２の発光接続４０を経由して発光光源と接続することができる。加えて、光学ス
トランド３によって連絡され物体の画像情報を探知する接眼レンズおよび／またはカメラ
システムは、アダプター３２と接続することができる。アダプター３２の接眼レンズ接続
４１はその目的でなされる。
【００３１】
　図２に示す長さ補正手段７の実施形態は、好ましくはガスシリンダーの形状であるシリ
ンダー１１を有する。シリンダー内部にはピストン１５が配され、固定、または一体化さ
れてピストンロッド４２を経由して接続手段３０のカップリング部に接続されている。こ
のようにして、縦方向には固定された保護ケーシング３９を経由して、ピストン１５は、
接続手段２９に固定された光学ルーメンの端部５に強固に接続される。光学ルーメンの端
部５はまた、プローブアタッチメント部３３上で、ピストン１５への強固な接続のために
供することもできる。
【００３２】
　図２で左側であるシリンダー１１の端部において、支持位置は、シリンダー１１に固定
されて接続され、シリンダー１１と１つの部品とすることもできる開口部を備えた端部デ
ィスクによって形成される。この支持位置は、ピストン１５に対しても加力位置９にて支
持しているバネ１７の加力位置８を形成する。すでに上述したように、加力位置９は、光
学ストランド３の軸方向で光学ルーメンの基部端５に固定されて接続されている。バネ１
４が圧縮バネの形で支持される他の加力位置８は、光学ストランド３の基部端６にその軸
方向で強固に固定される。その接続は、シリンダー１１および取り付け手段１３の形をと
る固定手段を経由してなされ、それによりシリンダー１１はピストンロッド２６に接続さ
れる。ピストンロッド２６は固定あるいは一体化されて接続手段３１のカップリング部に
接続される。図１から明らかなように、接続手段３１は、ピストンロッド２６をアダプタ
ー３２に固定して接続し、これにより光学ストランドの端部６を接続する。
【００３３】
　シリンダー１１にはさらに、ピストンロッド２６に接続され取り付け手段１３が開放さ
れた際に軸方向に動作可能に導かれるピストン１２が配されている。シリンダー１１およ
び移動可能なピストン１２は、解放可能な固定手段（取り付け手段１３）と共に用いるこ
とで間隔調整手段を構成し、これにより光学ストランド端部６から加力位置８までの間隔
を調節することができる。その目的のため、取り付け手段１３は、ピストン１２に固定あ
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るいは一体化して接続されるピストンロッド２６上で軸方向に様々な場所で固定すること
ができる。その状況において、同時に、シリンダー１１上の加力位置８は軸方向に移動可
能で、それによって、さらに、シリンダー１１とピストン１５上の２箇所の加力８および
９間のバネ１４によってそれぞれに発生する圧力を変化させる。加力位置８および９に働
く圧力は、光学ストランド３の末端を透明カバーに対して与えられた圧力で支持するよう
に働く。治療中のカテーテルプローブ１の折り曲げ、特にカテーテルプローブ１の末端部
分の折り曲げに際して、カテーテルプローブ１または光学ルーメン２と光学ストランド３
との間の長さ補正手段は、圧縮バネおよびシリンダー１１中のピストン１５の可動性によ
ってある程度達成される。その長さ補正動作の範囲内での配置によって、光学ストランド
の末端がカバー４を確実に支持するようになる。その目的のため、ピストンロッド４２お
よびピストン１５は、図２に示す与えられた量でシリンダー１１から引き抜くことができ
、それによりバネ１４に所望の圧力が発生する。相当の曲げ効果が生じる場合、またはカ
テーテルプローブ１が外方のカテーテルチューブ内を導かれる場合、また、あり得ること
であるが、特に、長いカテーテル長が含まれる場合、所望の長さ補正効果はもはや得られ
ず、光学ストランド３の末端は過度の強い力でカバー４に対して押し付けられるか逆方向
に作用して光学ストランド３の末端がカバー４から離れてしまう。これを防止するため、
本発明の配置は、シリンダー１１内の付加的なピストン１２によって形成される上述の間
隔調整手段を有する。間隔調整手段はまた、シリンダー１１の軸方向範囲内の様々な位置
でピストン１２を固定する固定手段をも有するピストン－シリンダー配置１０によって、
取り付け手段１３の形で形成される。既に上述したように、ピストン１２は、ピストンロ
ッド２６および接続手段３１を経由して光学ストランドの基部端６に強固に接続されてい
る。
【００３４】
　図２から明らかなように、光学ストランド３は、長さ補正手段７を通して軸方向に導か
れ、ピストン１２および１５は光学ストランド３に対して動作可能になる。軸方向の位置
調整の目的のため、ガイドチューブ２５をピストン１２に設けることができる。ガイドチ
ューブ２５は、ピストン１５内へ移動可能に突出している。当然のことながら、ガイドチ
ューブ２５をピストン１５に固定し、ピストン１２内でそれを移動可能に支持することも
可能である。
【００３５】
　ピストン１２およびそのピストンロッド２６が光学ルーメンの端部５に強固に接続され
、ピストン１５とそのピストンロッド４２が光学ストランドの端部６に強固に接続された
とき、長さ補正手段７は、同様に動作する。その目的のため、ピストンロッド４２に接続
されたカップリング要素がアダプター３２のカップリング要素に接続されること、および
ピストンロッド２６に接続されたカップリング要素が保護ケーシング３９の基部端に接続
されることのみが要求される。
【００３６】
　図３および４は、スリーブ状ホルダー１６の形で供される透明カバー４のための固定手
段である。このホルダーは、光学ルーメン２内部と外方に配された円筒周囲表面１７との
間に配された接着剤１９によって光学ルーメン２の末端領域で固定される。接着剤１９は
、開口２１から液状で導入されて硬化可能な、例えばエポキシ樹脂系の接着剤とすること
ができる。開口２１は、カテーテルプローブ１の外側から、ホルダー１６の周囲表面１７
の範囲内で延在している。周囲表面１７には溝１８も設けられており、例えば、圧痕とす
ることができる。導入された接着剤１９は、これら溝１８をも満たす。これにより、軸方
向に働く力に関して、光学ルーメン２内部でのカバー１６の接着性の増加に寄与する。
【００３７】
　スリーブ状ホルダー１６の末端には、末端に延在する端部２０が設けられており、端部
２０は内方のルーメンの軸に向かっている。カバー４はこれに対して外方から支持する。
分離した位置に設けられた複数の溝１８は、例えば図４から明らかなように、周囲表面１
７に設けられる。周囲表面１７上に、末端に延在する溝を形成することもできる。溝は、
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材料の変形を含む圧痕の形で形成してもよいし、周囲表面１７から材料を除去して形成し
てもよい。
【００３８】
　カバー４と共に、あるいはカバー４内で、１つの光学的動作要素２２または複数の光学
的動作要素２２をホルダー１６内に設けてもよい。ホルダーは、光学的動作要素２２から
形成することもできる。ホルダーは、光学的に影響のない性質としてもよく、その場合光
学的動作要素は光学ストランド３の末端に設けることができる。光学的動作要素は、１以
上の光学レンズを有してもよい。
【００３９】
　光学的動作要素としてビデオチップを使用することができる。ビデオチップは、検出さ
れた画像を対応する画像信号に変換し、信号は光学ルーメン２に導かれた接続ワイヤを経
由して、カテーテルプローブ基部端の評価手段に取り出される。ビデオチップは、固定し
て搭載することができ、カバー４の一部の構成要素とすることもできる。しかしながら、
ビデオチップは、光学ルーメン２に交換可能に挿入され、ブレーキとして作用するスリー
ブ端２０に対して押圧されていると好ましい。ビデオチップからの電気信号転送の代わり
に、中継器技術を使用した遠隔測定手段によって転送することもできる。その場合は、光
学ストランド３は、観察箇所に対する発光のための光学ファイバーのみを備えていればよ
い。この光学ストランドは、分離した光学ルーメンに配することもできる。
【００４０】
　様々な保護ケーシング３９の寸法決定が、光学ストランド３の長さが同一であってカテ
ーテルプローブ１の異なる長さの補正が可能であることを意味すると好ましい。１５０ｃ
ｍと３００ｃｍの２つの光学ストランド長を用いた実施例によって、２０ｃｍ～１８５ｃ
ｍのカテーテル長であれば保護ケーシング３９の異なる長さによって充分にカバーされる
ことが分かった。
【００４１】
　図５は、光学ストランド３を無菌状態で使用可能に保持する光学的取り出し容器２３の
端部を示す。光学的取り出し容器２３の端部は、洗浄手段への接続部２４を備えている。
これにより、取り出し容器２３内で光学ストランド３を洗浄し、殺菌消毒することが可能
である。殺菌操作の後は、光学的取り出し手段２３を水で洗浄し、圧縮空気で乾燥する。
これら操作において必要となる装着物への接続は、接続部２４によってなされる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の実施形態の概略図である。
【図２】図１の実施形態における長さ補正手段の断面図である。
【図３】光学ルーメン範囲内でのカテーテルプローブ末端断面図である。
【図４】光学ルーメン末端を閉鎖する透明カバーのスリーブ状搭載手段の透視図である。
【図５】本発明の光学ストランドを無菌状態で使用可能に保持することができる取り出し
容器の実施形態である。
【符号の説明】
【００４３】
１　　　カテーテルプローブ
２　　　光学ルーメン
３　　　光学ストランド
４　　　透明カバー
５　　　光学ルーメン端部
６　　　光学ストランド端部
７　　　長さ補正手段
８　　　光学ストランド基部端の加力位置
９　　　光学ルーメン基部端の加力位置
１０　　ピストン－シリンダー配置
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１１　　シリンダー
１２　　光学ルーメン基部端のピストン
１３　　固定手段（取り付け手段）
１４　　バネ（圧縮バネ）
１５　　光学ストランド基部端のピストン
１６　　ホルダー
１７　　円筒周囲表面
１８　　溝
１９　　接着剤
２０　　スリーブ端
２１　　開口
２２　　光学的動作要素
２３　　光学的取り出し容器
２４　　洗浄手段の接続
２５　　ガイドチューブ
２６　　ピストンロッド
２７　　ハンドル
２８　　プローブ末端
２９～３１　接続手段
３２　　アダプター
３３　　プローブアタッチメント部
３４～３７　ルーメン出口
３８　　回転基台
３９　　保護ケーシング
４０　　発光接続
４１　　接眼レンズ接続
４２　　ピストンロッド



(12) JP 5068961 B2 2012.11.7

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(13) JP 5068961 B2 2012.11.7

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００　　　　



专利名称(译) 内视镜

公开(公告)号 JP5068961B2 公开(公告)日 2012-11-07

申请号 JP2006118402 申请日 2006-04-21

[标]申请(专利权)人(译) 复合诊断有限公司

申请(专利权)人(译) 保利鹿ING Nosuto有限公司

当前申请(专利权)人(译) 保利鹿ING Nosuto有限公司

[标]发明人 ハンスゲオルグシャーフ

发明人 ハンスゲオルグ シャーフ

IPC分类号 A61B1/00 A61M25/00

CPC分类号 A61B1/00096 A61B1/00101 A61B1/00135 A61B1/00142 A61B1/00165 A61B1/0051

FI分类号 A61B1/00.310.A A61B1/00.300.U A61M25/00.405.B A61B1/00.511 A61B1/00.710 A61B1/00.731 
A61B1/00.732 A61B1/008.510 A61B1/05 A61B1/12.510

F-TERM分类号 4C061/DD03 4C061/FF24 4C061/FF46 4C061/FF47 4C061/JJ06 4C161/DD03 4C161/FF24 4C161
/FF46 4C161/FF47 4C161/JJ06 4C167/AA05 4C167/AA77 4C167/BB02 4C167/BB07 4C167/BB09 
4C167/BB26 4C167/BB39 4C167/BB40 4C167/BB48 4C167/BB53 4C167/BB70 4C167/CC07 4C167
/EE01 4C167/GG02 4C167/GG21 4C167/GG22 4C167/GG36 4C167/HH17 4C167/HH20

审查员(译) 棕熊正和

优先权 102005018825 2005-04-22 DE

其他公开文献 JP2006297112A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供内窥镜，确保光学链的端子在内窥镜的每个操作状
态，特别是导管探针中令人满意地支撑终端内腔盖。 ŽSOLUTION：该
内窥镜包括具有多个腔的柔性导管探针1，在导管的纵向方向上在至少一
个腔中提供光学束，光学腔2的端子由保持在其上的透明盖4封闭。在光
学线的基端6和光学腔的基端5之间设置有套筒状的支架，长度校正装置
7，长度校正装置可以通过弹性地按压光学线的端子来调节压力到透明的
封面。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ccfd0d6f-e4c2-4311-8a12-cfb40201885a
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036676080/publication/JP5068961B2?q=JP5068961B2

